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1発 掘調査及び整理作業の概要

平成15年 度の発掘調査 は公団 ・国事業 として高速道路、新幹線、高規格道路、国道バイパス、

国営公園、千曲川築堤、排水路関連の8事 業、県事業では県道改良 ・バイパス、国道バイパス、

広域農道関連の7事 業 を対象 とした。整理作業 は国事業の国道バイパス、高規格道路の2事 業、

県事業の国道バイパス、県道改良、畑地帯総合整備の3事 業 を対象 とした。

以下、実施事業の概要 を一覧表に示す。

[発掘調査]

北陸新幹線関連

所在地 遺跡名
調査

面数

調査面積

mz

調査期間
調査

状況
主な検出遺構 主な出土遺物

中野市 月 岡
1 3,100

15/5/15

～10/11 終了
中世 土坑(柱 穴)、 竪 穴建

物 跡、経塚

弥生土器、 中世陶磁器、経

石

千曲川替佐築堤関連

豊田村 千 田
1 1,500

15/7/7

～8/28 継続
古墳時代竪穴住居跡、掘立

柱建物跡

縄文前期土器 ・石器、古墳

後期 土器、

川久保
2

試掘対 象

15,000

15/12/1

^一12/5 継続
竪 穴 住 居 跡、溝 跡、水 田

跡P
古墳後期～平安土器

国道18号坂城更埴バイパス関連

千曲市 峯謡坂
1 2,890

15/4/14
-10/10 継続

古墳～平安時代竪穴住居跡、

墓墳、土坑

縄文 晩期 後半土器、弥生中

期 土器 ・石 器、古墳後期土

器、平安 土器、人骨、馬骨

東 條
1 1,070 継続

古墳～平安時代竪穴住居跡、

掘立柱建物跡、土坑

古:墳後期 ～平安 土器 、 ミニ

チュア土鼠 珠文鏡1

県道力石バイパス関連

千曲市 力石条里遺

跡群

3 8,948
15/4/7

～/12/22 継続

弥生時代中期～古墳時代竪

穴住居跡、掘立柱建物跡、

溝跡、土坑

古墳時代水田跡

縄文晩期、 弥生 前期 末～中

期 初 頭 土器 ・石 器 ・土偶

弥生後期土器 ・石器 古:墳

土器 ・石器、 古代 土器 中

・近世 陶磁器

県道天神バイパス関連

望月町 天神城跡
1 2,000

15/10/15
-12/11 継続

近世に遡る可能性のある盛

土
内耳土器、 中 ・近世 陶磁器

中部横断自動車道関連

佐久市 北 畑
2 10,000

15/4/7
-11/28 終了

水 田跡、土坑、溝 跡、 自然

流路

縄文土器 ・石器、弥生土器
・石器、平安時代土器

野火附
1 10,000

15/7/24
-12/12 継続

古墳時代後期～終末期の集

落
古:墳後期土器 ・石器、玉類

県道 田 ロバ イパ ス関連

臼田町 三 分
2 8,000

15/4/,7

～9/30 終了 古墳 周溝、土坑、溝
縄文石器、古墳土師器 ・須

恵器、近世陶磁器

県道川上佐久線改良関連

臼田町 唐松B

1 5,000
15/5/6
-10/16 終了

縄文 ・平安 時代竪穴住居 跡、

掘立柱建 物跡、陥 し穴、 土

坑

縄文中期土器 ・石器、弥生

中期 土器、平安土師器 ・須

恵器 、内耳土器
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広域農道佐久南部関連

入千穂

村

馬 込
1 10,000

15/9/1
-12/25 終了 竪 穴状遺構、土坑、焼 土跡

縄文後期土器、石器

中 ・近世陶磁器

国営アルプスあつみの公園関連

大町市 肩 平
1 5,600

15/5/27
-10/31 終了

縄文時代土坑、集石、中世

掘立柱建物跡、土坑

縄文早期 ～中期 土器 ・石器

中世陶磁器、鉄製 品、銭 貨

菅ノ沢
1 1,200 終了

古墳後期 ・平安時代竪穴住

居跡、土坑

弥生後期土器、 古:墳後期 土

器、平安土器、 製鉄 関連 遺

物

山の神
1

試掘対象

600
終了

寺海戸
1

試掘対象

1,500
終了

あつみ野排水路関連

三郷村 三角原
1 8,700

15/5/6
-r10/31 終了 平安時代竪穴住居跡、土坑

縄文 土器 ・石器 、平安 土器、

鉄器、鉄¥宰、銭 貨

茅野市 中村 ・外垣

外
1 4,200

15/6/4

～10/3 終了

縄文時代中 ・晩期遺物集中、

弥生時代竪穴住居跡、平安
～中世掘立柱建物 跡、土坑

縄文 土器 ・石器 、弥生後期

土器 ・石器

平安 ～中世 入稜 鏡、鉄鐸、

鉄製 品、銭 貨

国道20号 坂室 バ イパ ス関連

国道153号 伊 那バ イパ ス 関連

箕輪町 箕輪遺跡群
1 1,300

15/4/3

～5/1
終了

弥生 ・古墳時代竪穴住居跡、

掘立柱建物跡、水田跡
弥生 ・古墳:土器 ・石器

県単農免道路関連

飯島町 原 林
1 700

15/10/29
-12/12 終了 縄文時代竪穴住居跡 縄文中期後半土器 ・石器

国道474号飯喬道路関連

飯田市 竹佐中原 2 12,500 15/4/8
-r10/23

継続 縄文中期竪穴住居跡 旧石器剥片

森 林 1 4,300 終了 旧石器剥片

下 り松 1 4,500 終了 縄文中期竪穴住居跡、土坑 縄文時代土器 ・石器

山本大塚
1 4,400 終了 土坑 、溝

縄文 土器 ・石器、 中世以降

陶磁器、金属製 品、銭貨

白 山 1 40 終了

寺 沢 1 260 終了

赤羽原 1 230 継続 土器埋設遺構 平安以降土器

久米ヶ城跡 1 踏査 継続

川路大明神

原
1 260 継続

[整理作業]

事業名 所在地 遺跡名 作業内容

国道18号 野尻バ イパ ス関連 信濃町 仲町ほか 遺物実測、 トレース、図版組 み、 原稿執筆 、印刷 刊行

国道18号坂城更埴バイパス関連 千曲市 社宮司ほか 遺物接合、木器実測、図面整理、原稿執筆

県道川上佐久線改良関連 臼田町 離山 遺物実測、 図面整理、図版作成 、原稿 執筆 、印刷 刊行

畑地帯総合整備事業関連 南牧村 矢出川遺跡群 図面整理、 図版作成、原稿執筆 、印刷 刊行

国道153号 伊那バ イパ ス関連 箕輪町 箕輪遺跡群 遺物実測 ・トレー ス、 図面整理

国道474号飯喬道路関連 飯田市 竹佐中原ほか 図面整理、台帳作成
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1仲 町遺跡ほか(国 道18号 野尻バイパス関連 ・整理作業)

担 当 者:鶴 田典昭 谷 和隆

中島英子 山崎まゆみ

経過と本年度の作業

野尻バイパス建設にかかわ り、平成11年 度か ら平成

14年度にかけて、信濃町内4遺 跡の発掘調査を実施 し

た。整理作業は平成14年 度から実施 し、本年度は、遺

物の接合 ・実測 ・トレース、遺構図の トレース、図版

組み、遺物写真撮影、原稿執筆 などを行 った。以下に、

各遺跡の概要をまとめ、整理作業で明らか となった成

果の一部 を報告す る。これ ら4遺 跡の発掘調査報告書

は平成16年3月 に刊行予定である。

遺跡の概要

仲町遺跡:調 査面積は24,000㎡ 。旧石器時代から近 第1図 調査地点の位置(1=ioo'000)

世に至 るあらゆる時代の遺構 ・遺物が検出された。中でも、 旧石器時代、縄文時代草創期 ・早

期 ・後期 ・晩期、古墳時代前期 ・中期、奈良 ・平安時代、中世 ・近世の遺物が豊富に出土 した。

旧石器時代では、斧形石器 を伴 う環状ブロック群が検出された他、複,.時 期にわたる石器群が

出土した。縄文時代では、草創期の隆起線文土器、円孔文土器、爪形文土器、多縄文土器、表

裏縄文土器など多数の土器群 と石器群が注 目される。古:墳時代では、近接する川久保遺跡 と同

時期の土器が まとまって出土した。古代では平安時代の竪穴住居跡が5棟 確認され、信濃町内

で調査 されたいずれの集落跡よりも古いことが確認 された。野尻湖畔は東山道支道の沼辺駅 と

の関わ りが想起されるが、駅関連の資料は確認されなかった。中世以降では道跡、建物跡など

が確認 され、北国街道 野尻宿関連の遺構も調査 した。

貫 ノ木遺跡 ・照月台遺跡:調 査面積は貫ノ木遺跡2,940m・、照月台遺跡4,780m・ となる。出土

遺物は旧石器時代 を主体 とす るが、縄文時代草創期 ・早期 ・前期の土器が出土している。旧石

器時代の石器群 はAT降 灰前後の もので、これまでの野尻湖遺跡群 の調査事例 では、あまり確

認されていない石器群がまとまって出土 した。

川久保遺跡:調 査面積6,500㎡ 。古墳時代前期 ・中期の土器群がまとまって出土 したが、遺

構は確認されなかった。S字 口縁台付甕C類 、叩き調整の甕、擬凹線文の甕形土器など多地域

の土器が確認 されている。遺物群の中には石製模造品、銀環な どが含 まれる。信濃町では初め

ての古墳時代の調査例であ り、隣接する新潟県妙高村の同時期の遺跡(大 洞原C遺 跡、小野沢

西遺跡など)と の関わりが注目される。

貫 ノ木遺跡 ・仲町遺跡出土土器の付着炭化物年代測定

貫 ノ木遺跡、仲町遺跡出土の草創期土器内面付着炭化物の炭素14年 代測定(AMS法)を 実

施 した。分析結果 を第1表 に示す。貫 ノ木遺跡の2点 は同一個体の破片資料 であり、底部 を欠
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くが、上半部は三分の一ほどが残存す る土器である。一個体が単独で出土 したのみで、共伴遺

物はない。仲町遺跡は砂礫層より出土 した土器である。砂礫層では爪形文土器、隆起線文土器、

円孔文土器が出土するが、主体は無文土器 と円孔文(円 形刺突文)土 器である。「9孔文土器の

胎土は新潟県壬遺跡に類似するものを含んでいる。貫ノ木遺跡の年代は隆起線文土器の中で も

古い値 を示 してお り、類似する+器 が出土 した、久保寺南遺跡(新 潟県津南町)の 測定年代 と

も近似 した値 を示 している。また、仲町遺跡の測定値は信濃町内の星光山荘B遺 跡出土土器付

着炭化物の測定結果(長 野県埋蔵文化財センター発掘調査報告書49)に 近似 した値 を示 してお

り、円孔文土器 を含めた草創期土器群の編年研究に新 たなデー タを加えた。

遺跡名 試料 デー タ
"s13CPDB

(%。)

14C年 代

(yrBPｱ1G)

14C年 代 を暦年代 に較正 した年代

暦年代較正値 16暦 年 代範囲

貫ノ木遺跡
土器内面炭質付着物

III層
No,53800(隆 起線文)

一25
.0 13,010ｱ110 calBC13,695 calBC14,065-13,345(100%)

貫ノ木遺跡
上器内面炭質付着物

III層
No.53799(隆 起線文)

一24
.8 12,870ｱ1!0 calBC13,555 calBC13,880-13,215(81.5%)

calBC12,725-12,520(18.5%)

仲 町 遺 跡

土器内面炭質付着物
国道C4・C7区

1層
No.46511(隆 起線文)

一23
.6 12,010ｱ130 calBC12,120 calBC12,200-11,870(92.7%)

仲 町 遺 跡

土器内而炭質付着物
国道C4区

1層
No.9052(円 孔文)

一26
.1 12,200ｱ120 calBC12,185

calBC13,080-12,755(28.7%)
calBC12,415-12,105(62.7%)

仲 町 遺 跡

土器内面炭質付着物
国道C4区

1層
No.8232(円 形刺突文)

一24 .6 11,770ｱ120 calBC11,865
calBC12,075-11,990(18.2%)
calBC11,900---,820(20.2%)
calBC11,740-1!,545(61.5%)

仲 町 遺 跡

土器内面炭質付着物
国道C4区

1層
No.8228(円 形刺突文)

一24
.6 12,040ｱ110 calBC12,130 calBC12,365-11,865(95.9%)

仲 町 遺 跡

土器内面炭質付着物
国道C4区

1層
No.9686(無 文)

一25 .5 12,280ｱ110 calBC12,325
calBC13,125-12,700(40.7%)
calBC12,445-12,140(59.3

第1表 貫ノ木遺跡 ・仲町遺跡の放射性炭素年代測定および暦年代較正の結果

第2図 貫 ノ木遺 跡の隆 起線 文土器(Sl/3) 第3図 仲 町遺跡 の 円形刺 突文 土器(No.8228)

(約3/4)
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2月 岡遺跡(北 陸新幹線関連)

所 在 地:中 野市岩井月岡

調 査 期 間:平 成15年5月15日 ～10月11日

調 査 担 当:市 川隆之 ・中野亮一

調 査 面 積:3100m2

主な検出遺構:土 坑 ・柱穴跡約1500、 溝跡約

30、竪穴建物跡1、 経塚1

主な検出遺物:弥 生土器、中世陶磁器、経石、

銅銭、釘、銅製香炉ほか

月岡遺跡は高社山北西に延びる尾根山際

の丘陵に立地す る。前年度の試掘調査で中
第4図 月 岡 遺 跡 の 位 置(lioo,000)

世遺構 と弥生土器包含層が確認 され、本年度面的調査 を実施することとなった。調査地点は丘

陵先端の傾斜がやや急になる地形変換点付近で比高差3～5mの 段々畑状の平坦地が連続する

地形 となる。発掘調査ではこの平坦地内で掘立柱建物柱穴跡や溝跡が多数検出され、これらの

平坦地が中世 に造成 された屋敷地であることが確認できた。また、山側にコ字状に配置される

溝は雨水の進入 を防 ぐと共に屋敷地 ・建物群 を区画するもの と推測され、その配置状況か ら一

つの平坦地内に複数の区画が並列、作 り換えされていることが窺 えた。特筆すべ き出土遺物に

は前年度試掘調査の出土なが ら銅製香炉、青磁碗などがある。本格的な整理が未着手なため遺

跡時期の詳細は検討できていないが、出土陶磁器は12後 ～13世 紀の所産が少量あるが、15世 紀

～16世 紀前半頃の所産が主体 である。

上記以外に調査区北西隅の丘陵端の尾根上で一字一石経塚が検出されている。経塚は浅い溝

で方形に区画された内部に山石 を方形に組んで多数の河川円礫 を積み上げたものである。経石

は積み上げられた河川円礫内から混在 して出土 した。

弥生時代の包含層は中世の造成で削 り残された谷地形内にある。当該期の遺構は調査地内で

は検 出されていないことから、丘陵上の傾斜が緩やかな場所が遺跡の中心で、そこから流出も

しくは廃棄 された土器が この谷地形内に堆積 したとみられる。時期は弥生後期が中心 である。

第5図 ① ・② 区全 景 第6図 経塚検出状況
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3千 田遺跡(千 曲川堤防新設工事関連)

所 在 地:下 水内郡豊田村大字豊津字千田 調査担 当者:西 山克己

調 査 原 因:千 曲川堤防新設工事に伴 う発掘調査

調 査 期 間 二平成15年7月7日 ～8月28日

調 査 面 積:約1,500m2

遺跡の立地:千 曲川に面 した段 丘面上

遺跡の特徴:古 墳時代後期の店住域および縄文時代前期の遺跡

主な検出遺構:竪 穴住居跡1、 掘立柱建物跡1、 溝跡1、 穴跡51ほ か

主な出土遺物:古 墳時代後期土器、縄文時代前期土器 ・石器

遺跡の概要

調査対象面積は約1,500m2で あったが、調査区南側約1/2に つい

てはほとんどが撹乱 となり遺構の確認はできなかった。遺物散布部

分 については、遺物の収集をおこなった。

第7図 千 田遺 跡 位 置 図

(1=100,000)

今年度調査地区の立地は千曲川に面 した段丘面上 とな り、河川堆積の影響が及びにくいこと

もあって埋没が浅 く、縄文時代前期や古墳時代後期 の遺物が多く確認 された。おもな遺構にっ

いては6世 紀前半の古墳時代後期が中心 となる。縄文時代前期の遺構については古墳時代後期

の人々によって多 くが壊されていた。

古墳時代後期の竪穴住居跡SBO2は 約6.8m×7.Omを 測 り、石 を芯材に し白粘土によって造

られたカマ ドが北西壁中央に取 り付けられていた。また間仕切 り構造 も確認され、初期カマ ド

をもった典型的な住店跡であった。

このような竪穴住居構造の類例については、長野市内の長野高校敷地内におけ る本村東沖遺

跡や、飯田市内における殿原遺跡や前の山遺跡と言った5世 紀後半代における各地域の中心的

かつ先進的な集落に見 られる。当遺跡での竪穴住居跡SBO2は6世 紀前半代の年代 を示 し、長

野市内や飯田市内での類似例 よりも時期が遅れるが、当地域におけるカマ ド構造を早 い段階で

受け入れた住居跡であろうと考えられる。 また、この住居跡と1間 ×4問 の古墳時代後期の掘

立柱建物跡が軒を並べて構築 されていた。平安時代の東北地方では、竪穴住居跡に掘立柱建物

跡が付設 した構造の建物跡が多 く確認されている。 しか し当遺跡の軒を並べた竪穴住居跡 と掘

立柱建物跡 とでは地域的にも時代的に も隔た りが

大 きいことから、その性格付けについては今後の

検討が必要である。

縄文時代の遺構については古墳時代後期の人々

によって多 くが壊されてしまい、穴跡や土器集中

等の遺構 となったが、出土土器から約6000年 前の

縄文時代前期 中葉の遺跡が当地域にあることが確

認で きた。 第8図 調査区全景
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4川 久保遺跡(千 曲川堤防新設工事関連)

所 在 地:下 水内郡豊田村大字豊津字川久保 調査担当者:西 山克己

調 査 原 因:千 曲川堤防新設工事に伴 う発掘調査

調 査 期 間:平 成15年12月1日 ～12月5日

調 査 面 積:約15,000m2

遺跡の立地:千 曲川 と斑尾川に面した微高地上および低地

遺跡の特徴:古 代から古墳時代後期 にかけての集落域に加 え、

同時期の水田跡が発見される可能性がある。

主な検出遺構:竪 穴住居跡、穴跡、溝跡、水 田跡P、 噴砂跡

主な検出遺物:古 代から古墳時代後期 にかけての土器

遺跡の概要
第9図 川 久 保 遺 跡 の 位 置

(i:ioo,ooo>

トレ ン チ に よ る試 掘 調 査 が 可 能 な 土 地 に つ い て 、 立 地 や 地 形 を考 慮 し なが ら19地 点 の トレ ン

チ を設 け 、 試 掘 調 査 をお こ な っ た 。 こ の うち トレ ン チ2・3・5・11・12・13・15・17・18の

9ヶ 所 で 遺構 ・遺 物 の確 認 が で きた 。 各 トレ ンチ の 掘 削 深 さに つ い て は 様 々 で あ るが 、 一 番 深

い とこ ろ で は 、 現 地 表 面 よ り2.6mの 掘 削 をお こ な った 。

トレ ン チ2で は 深 さ0.7m、1.3m、1.5mに お い て 古 代 や 古 墳 時 代 後 期 の 土 器 や 焼 土 ・穴 跡 を

確 認 した。

トレ ン チ3で は深 さ1.4mに お い て古 代 か 古 墳 時 代 後 期 の 水 田 跡Pを 確 認 した 。

トレ ン チ12で は 深 さ0.5mか ら0.8mに か け て 古代 の 土 器 片 が 多 く出 土 し、 深 さ1.2mで は竪

穴 住 居 跡 を確 認 した。 非 常 に 硬 く し っか り と した 貼 り床 の 検 出 と な っ た。 また 住 屠 跡 内 か ら1

個 体 と考 え られ る古 代 の 土 器 片 が 多 量 に 出土 した 。

トレ ン チ17で は深 さ0.35mか ら0.45mに か け て 非 常 に 多 くの 古代 や 古 墳 時代 後 期 の 土 器 片 が

出 土 し、 深 さ0.45mで は 穴 跡 や 焼 土 も確 認 で きた。 また 同 じ面 に お いて 自然 災 害 の 跡 と して 、

大 地 震 時 に起 こ る液 状 化 現 象 に よ る噴砂 跡 も確 認 しえ た 。

古 代 お よび 古 墳 時 代 後期 の 遺 物 の 出 土 が 多 くあ り、確 認 され た遺 構(穴 跡 ・溝 跡 ・竪 穴住 居

跡)に ついては、出土土器が示す時期のものであろうと考えられる。

さらには水田跡 とも考えられる遺構 も確認された。平成14年 度の斑尾

川右岸沿いでの試掘調査でも水田跡 らしきものが確認されていること

から、その可能性は考えられる。

また、 トレンチ調査において遺

構 ・遺物が確認できなかった と

ころもあるが、今同の試掘調査

をおこなった地域については、

2面 以上の検出面を包含 した遺

跡であることが判明 した。 第io図 試 掘 トレンチ2検 出遺 構
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5峯 謡坂遺跡ほか(国 道18号坂城更埴バイパス線関連)

調 査 担 当 者:町 田勝則 豊田義幸 寺内貴美子 石上周蔵

所 在 地:千 曲市入幡字謡坂4535番 地の1ほ か

千曲市入幡字東條3906番 地の1ほ か

調 査 期 間:平 成15年4月14日 ～10月10日 まで

調 査 面 積:実 質調査面積3,960㎡

(峯謡坂遺跡2,890㎡ 、東條遺跡1,070㎡)

・遺 跡 の 立 地:嬢i捨 土石流台地

中心となる時代:古 墳時代後期から平安時代

遺 跡 の 特 徴:千 曲川左岸域(川 西地区)に 位置 し、更埴西条里面 と称す る古代更級郡域の遺

跡は、幾っかの小地域ごとに区分 され、遺跡群 として括 られている。今回、発

掘調査 した峯謡坂遺跡 と東條遺跡は、嬢捨遺跡群 と命名された群 中にある。峯

謡坂遺跡は弥生時代か ら平安時代 にかけての集落遺跡 と登録 され(市 遺跡番号

105)、 東條遺跡は古墳時代から平安時代にかけての遺物散布地 として登録(市

遺跡番号118)さ れている。

検 出 遺 構:峯 謡坂遺跡…竪穴式住居跡13軒 、墓跡2基 、土坑136基 、集石土坑5基 、溝跡

2本 、性格不明の遺構12基

東 條 遺 跡…竪穴式住居跡19軒 、掘立柱建物跡6軒 、土坑224基

第12図 平 成15年 度調 査遺 跡位 置 図(lioo,000)

第13図 峯謡坂遺跡 ・東條遺跡の調査範囲
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主な出土遺物:峯 謡坂遺跡…縄文時代晩期後葉の土器 ・弥生時代中期初頭から中期の土器、打

製石11・ 打製石斧、輩翠製勾玉、古墳時代後期の土器 ・平安時代

の土師器 ・灰粕陶器、鉄製U字 型鍬先 ・支柱状の鉄製品、平安時

代 と考 えられる人骨2体 、馬骨複数個体

東 條遺跡…古墳時代後期の土器 ・奈良か ら平安時代の土師器 ・灰粕陶器 ・ミ

ニチュア土器、羽口、珠文鏡、漆状の有機物

調 査 の 概 要:峯 謡坂遺跡(遺 跡番号105)は 、昨年の試掘調査 を受けて本調査 を開始 した遺

跡である。台地の先端部に位置 し、標高は390mほ どである。宮川遺跡に面 し

た北側の斜面部は、昨年の試掘調査により遺構 ・遺物が未発見であった。今回、

台地面の買収地を中心に面的調査 した結果、東西そして南北に流下する流路状

の痕跡、そしていくつかの竪穴式住居跡 と墓跡を確認 した。流路状の痕跡は幅

18m、 深 さ50cmほ どの規模 を呈す る黒色土の落 ち込みであ り、2本 が存在す る。

第14図 勾玉 実測図(S=1/2) 第15図37号 土坑 遺物 出土状況

第16図 峯謡 坂遺 跡の15年 度 調査 区全 景
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黒色土中には、縄文時代晩期後半から弥生時代後期にかけての土器破片、打製

石鍛や打製石斧、勾玉(第14図)な ども混在 して出土 してお り、時期の特定は

難 しい。部分的な調査であ り流路の性格を決 しえないが、自然流路状の落ち込

みであれば、包含 された遺物の多 くが流下物である可能性 もでて くる。流路全

体 を把握できる次年度以降の調査に期待 したい。竪穴式住居跡など時期決定可

能な遺構 は、古墳時代後期段 階(7世 紀後半 ころ)か ら平安時代第3四 半期

(10世紀ころ)ま でが該当す る。古墳後期の竪穴式住居跡は3軒 を確認 ・調査

したが、いずれも掘 り込みが深 く、壁の立ち上が りが明瞭で、北 と西方向のカ

マ ドが中心である。平安時代の竪穴式住居跡は10軒 を調査 したが、カマ ドや壁

の遺存状況が悪 く、壁を部分的に消失 した例 も数軒確認で きた。概ね北方向の

カマ ドと判断できる。良好な一括出土土器のある37号 土坑(第15図)や2基 確

認された井戸跡(10号 ・35号土坑)も 平安時代に所属するものである。井戸跡

第17図 珠 文鏡 実測 図(S=1/2) 第is図16号 住 居跡 の珠 文鏡 出 土状 況

第19図 東條遺 跡15年 度 調査 区全 景
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は直径3m、 深さ1.8mほ どの円形 を呈す る土坑であ り、その規模 と出水状況

から井戸 と推定 した。1号 墓跡 と2号 墓跡の出土人骨、及びその周辺 より出土

した馬骨片は、出土層位 と土器破片か ら判断 して、平安時代に帰属す るもの と

考 えられる。 また特筆すべ き遺物 として、76号 土坑 より出土した鉄製のU字 型

鍬先がある。完形(2点 接合)個 体資料で、伴出土器か ら10世紀代 と判断でき

る。

東條遺跡(遺 跡番号118)は 、千曲川の後背湿地に隣接 した場所に立地 し、

標高は365mほ どである。古墳時代後期か ら平安時代 まで続 く集落遺跡で、前

年に引き続 き、遺跡範囲の西側を調査 した。竪穴式住居の構築年代 は、古:墳時

代後期段階(7世 紀後半ころ)か らで、該期の住居跡を9軒 ほど確認 ・調査 し

た。住居跡は一辺8mほ どの大型2軒 を中心に、4m規 模、それ未満の例があ

る。掘立柱建物跡は時期決定が難 しく、遺構問の切 りあい関係から推定せ ざる

をえないが、該期 に所属する例 も存在すると考えられる。大型住居 と中型住居、

そして掘立柱建物の組み合わせを集落構成単位 として把握できる好例 と言えよ

う。大型住居SB16の 埋土中か らは珠文鏡(第17・18図)一 面が出土 し、 中型

住居であるSB18か らは須恵器の醜1個 が一穴式の甑2個 に納め られ るような

状態で出土 した。またい くつかの住居跡床面か ら、大型の礫石錘がまとまって

出土した点は留意される。いずれの住居跡 もカマ ドの遺存状況が著 しく悪 く、

火床のみが確認できたに留まり、北向きカマ ドが中心である。奈良時代以降に

属する住居跡は、時期決定できる資料に欠けるものの、平安時代帰属 と判断で き

る住居跡が5軒 程度確認できた。住居規模は4m代 とほぼ均質であり、カマ ドは

いずれも北西向 き、古墳時代 と同様、上部施設の遺存状況が著 しく悪い。SB17

の検出面か ら漆状の有機物が1点 出土 したことは特筆 にあたいする。SB28で

は床面に石組み樋状の掘 り込みが存在 し、確認時には大量の炭が検:出された。

入幡地区の社宮司遺跡で地下式暖房施設と推定される 「オン ドル状遺構」が確

認されていることか ら、そのような施設 との関連 を追跡調査する必要がある。

整 理 作 業

整 理 期 間:平 成15年4月1日 ～平成16年3月31日

経 過 と概 要:本 年度か ら本格的な整理作業を開始 した。平成12年 度から14年度 までに調査 し

た入幡遺跡群、外 く祢遺跡以南か ら宮川遺跡までの7遺 跡5地 籍分 を対象 とし

て出土遺物及び図面記録類の整理を進めた。出土遺物に関しては、注記及び接

合作業、木製品の洗浮 と一部実測作業 を行 った。図面類は、基礎的な整理 と2

次原図類の作成を行った。合 わせて調査報告書の執筆作業 を進めた。 また社宮

司遺跡出土の六角木橦については、記録保存に向けての本格的な始動 とな り、5

人の委嘱委員よりなる検討委員会を発足、本年は実測 と仏画の作成 を実施 した

(口絵写真)。
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6力 石条里遺跡群(県 道長野上田線力石バイパス関連)

所 在 地:千 曲市大字上山田字薬師堂ほか

調査担当者:西 香子 ・西山克己 ・黒岩 隆

調 査 期 間:平 成15年4月7日 ～12月22日

調 査 面 積:8,948㎡

遺跡の立地:千 曲川左岸の沖積地

検 出 遺 構:竪 穴住居跡25、 掘立柱建物跡4、 溝

跡65、 土坑819、 水 田跡(畦 畔、溝

状遺:構)
第20図 力石 条 里遺 跡群位 置 図(i=100,000)

出 土 遺 物:縄 文時代晩期の土器、弥生時代前期末～中期初頭の土器 ・石器 ・土偶、弥生時代

中期後半の土器、弥生時代後期 の土器 ・石器 ・木製品、古墳時代の土器 ・石器、

古代の土器、中 ・近世の陶磁器

調査の概要:調 査地周辺は、力石条里遺跡群 として周知 されている。昭和63年 度か ら3年 間に

わたり、圃場整備工事に係わる緊急発掘調査が、上山田町教育委員会により行われている。そ

の時の調査では、縄文時代後期 ・晩期 の土器片、弥生時代中期 ～古:墳時代の住居跡、中世の井

戸跡などが確認されている。また、昨年度から始まった当センターの調査では、あらたに弥生

時代前期末～中期初頭の再葬墓 も確認された。

今年度の調査 は、前年度か ら続 く⑥ ・⑧ ・⑩区の調査 に加えて、④ ・⑨ ・⑪区の調査 も行っ

た。前年度確認された、弥生時代前期末～中期初頭 ・後期、中近世の遺構に加 えて、弥生時代

調査終了

平成15年度調査

第21図 調 査範 囲
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第22図 井戸枠 出土状 況(SK838) 第23図 井戸 の遺 物 出土状 況(SK878)

第24図 堅穴住居の土器出土状況 第25図 鯨面土偶出土状況

中期後半や古墳時代の竪穴住居跡、古:墳時代の水田跡 も確認された。以下、時代 ごとに主な遺

構の概要 を記す。

弥生時代前期末～中期初頭 ⑩区で昨年再葬墓 を確認 した地域の南側 を調査 し、当概期の土坑

を12基確認したが、墓墳 と思われる遺構は、確認で きなかった。包含層か らは、当概期の土器

・石器に加 えて、鯨面土偶が1点 出土 している。

弥生時代中期後半 当概期の竪=穴住居跡が、⑥区で5軒 確認された。その他に、当概期の溝跡

が、④区で3条 ⑧区で7条 確認 された。

弥生時代後期 当概期の竪穴住居跡は、④区2軒 、⑥区2軒 、⑨区5軒 、⑩区で2軒 があらた

に確認された。⑥区で検 出された竪穴住居跡からは、炭化米が出土 した。 また、SK838と した

井戸跡から、木製の井戸枠が出土している0⑨ 区では、当概期の掘立柱建物跡が1棟 確認 され

た。その他に、各地区で複数の溝跡や土坑が確認されている。

古墳時代 当概期の竪穴住居跡は、⑩区1軒 、⑪区で2軒 確認 された。 また④区では、当概期

のものと思われ る洪水砂に覆われた水田跡が確認された。④区の包含層からは、古墳時代の石

製模造品が出土 して吟る。

中世以降 当概期に属す る掘立柱建物跡が、④区で3棟 確認 された。その他に、④ ・⑧区で、

当概期に属す る複数の土坑や井戸が確認されている。

13



7一 天神城跡(県 道整備事業関連)

所 在 地:北 佐久郡望月町大字協和字天

神

調査担 当者:河 西克造

調 査 期 間 平成15年10月15日 ～12月11日

調 査 面 積6,000m2(実 質面積2,000m2)

遺跡の立地 鹿曲川と入丁地川によって形

成された河岸段丘

遺跡の特徴:中 世の城館跡

検 出 遺 構:中 世に帰属する遺構なし。近

世 に遡ると思われ る盛土。

出 土 遺 物:内 耳土器、天目茶碗、中近世 第26図 天 神城 跡位 置 図(lIOO,000)

陶磁器、近現代陶磁器、銭貨(寛 永通宝)

調査の概要:天 神城跡は望月町のほぼ中央部に位置し、鹿曲川 と入丁地川の浸食で形成された

河岸段丘に立地する。地表面観察では段丘上に堀 を画して配置する曲輪群が見 られる。段丘先

端付近 に土塁 を伴 う主郭があ り、主郭直下の西斜面に大規模な畝状空堀群が確認 される。

県道湯沢望月線(天 神バイパス)が 建設 されることな り、今・年度は主郭から約400m南 方に

離れた東斜面が調査対象 となった。ここには小規模な段(平 場)が 棚田状に見 られたが、主郭

か らの距離 と段の形状、昭和30年 代頃まで耕作地 として利用されていたことか ら、地表面観察

では積極的に城郭施設 と判断できなかった。調査の結果、斜面 を掘削 して大規模な盛土行為 で

段が形成されていることが判明したが、盛土出土遺物から、水田造成に伴いつ くられた段 と判

断された。ただ し、斜面最上段の最下層では近世に遡 ると思われる盛土が確認され、出土遺物

か ら盛土段階で中世遺構を破壊 した可能性がうかがえた。今回と来年度以降予定されている ト

ンネル坑 口の調査結果 と合わせて天神城跡の範囲や城郭外縁部の評価をす る必要がある。

第27図 調 査 範 囲(「=50,000)
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8北 畑遺跡(中 部横断自動車道関連)

所 在 地:佐 久市大字桜井字北西谷ほか

調 査 期 間:平 成15年4月7日 ～11月28口

調 査 面 積:10,000m2

調査担当者:寺 内隆夫 ・上田 真 ・宇賀神誠司 ・小林

秀行

遺跡の立地:千 曲川左岸の河岸段丘上

検 出 遺 構:水 田跡2(時 期不明)土 坑12溝 跡お

よび自然流路8

調査の概要:佐 久平の西方、佐久鯉の養殖池が点在す 第28図 北 畑 遺 跡 の 位 置(1=ioo,000)

る水の豊富な桜井地籍に北畑遺跡は位置 している。本

遺跡は、北側を西流する千曲川の沖積地に含 まれ、千曲川に向かってわずかに傾斜する低位段

丘面上に立地する。調査区は、北端を千曲川の河岸段丘崖に、西側 を千曲川に向かって流れる

片貝川、東側は百々川に画された段丘縁辺の微高地上.にあたる。

遺跡は、開田や近年の圃場整備によって削平されていたが、今回の調査の結果、砂礫の押し

出 しや流路の移動などを繰 り返す中で堆積 した と考えられる砂、お よび礫を基盤 とした起伏の

ある地形が確認された。微高地部 と低地部は、片貝川に並行 して形成 されていることから、後

者は旧河道性低地 と捉えられよう。微高地部については削平のため遺構は検 出されなかった。

一方、低地部では、一ヶ所の低地で畦や溝 を伴 う水田跡(弥 生時代以降)が 黒色土層上面で検

出された。また、その上層の黒褐色土層中でも、シル ト質の砂層に覆われた平坦面や溝が認め

られてお り、古代以降の水田跡の可能性が考えられる。今後、時期の絞 り込みや、プ ラン トオ

パール ・花粉分析等の分析結果 を行い、千曲川流域における開発の様相 を示す一資料 として検

討 を加えたい。

この他、上記の低地部西隣に微高地 を挟んで見つかった低地部では、弥生時代 と縄文時代の

溝 ・流路が検 出された。弥生時代中期の土

器がまとまって出土 し、縄文時代中期後半

の土器片も採集された。さらに、段.丘面先

端部で検出された南東から北西へに流れた

河道跡か らは、弥生時代の打製石斧が十数

点、比較的まとまった範囲で山土 した。

これ らの状況か ら、本調査地区に隣接す

る南側の旧河道上流部には、弥生時代中期

の集落跡が存在 していたと推察される。

第29図

IJ

調査区全景 中央の黒色土の範囲が水田跡



9野 火附遺跡(中 部横断 自動車道関連)

所 在 地:小 諸市大字御影新田字野火附

調査担当者:寺 内隆夫 ・上田 真 ・宇賀神誠司

小林秀行

調 査 期 間:平 成15年7月24日 ～12月12日

調 査 面 積:10,000m2

遺跡の立地:浅 間山南西麓の台地上

遺跡の特徴:古 墳時代後期～終末期の集落跡

検 出 遺 構:竪 穴住居跡21軒 、掘立柱建物跡7棟 、

溝1条 、土坑60基 第30図 野火 附遺 跡(1 100,000)

調査の概要:本 遺跡は、平成5年 度の上信越 自動車道建 設に伴 って確認 ・調査されているが、

同道 と中部横断 自動車道 とのジャンクションが建設されることになり、昨年度はその工事用道

路部分が調査 されている。今年度はその南側部分(西 区)と 上信越 自動車道を挟んだ東側部分

(東区)が 調査 された。

西区で検出された遺構は、昨年度調査分を合わせて竪穴住屠跡13軒 、掘立柱建物跡2棟 、性

格不明の円形周溝遺構1基 、土坑10基 などであるが、調査面積の割に遺構数が少な く、特に北

西部にはほとん ど遺構が見られなか った。これに西接す る野火附城跡の調査では同時代の遺構

の検 出はな く、本地区が野火附の古墳時代集落跡の西限であると思われ る。

東区で検出された遺構は、竪穴住居跡8軒 、掘立柱建物跡5棟 、溝1条 、土坑約50基 などで

あるが、土坑は狭い区域に集中してお り、今後の検討によって掘立柱建物1～2棟 に組める可

能性がある。本地区も、遺構は北半分が皆無で南半分 に偏ってお り、集落の北限に当たると思

われる。西区や上信越自動車道地区と比べた遺構密度の高さや、竪穴住居跡数に対す る掘立柱

建物数の多さ、拡張された一辺約7mの 竪穴住居跡や、梁問約5m× 桁行7mを 越える掘立柱

建物跡の存在、なかでも桁行約10mで 柱穴の掘方が方形または長方形で一部に布掘 りのある掘

立柱建物跡は、本地区がこの集落の中心的部分であることを示 している。

また、本地区の南東部では、方向 ・規模 ・山土

遺物などから上信越 自動車道地区で検出された1

号溝跡に繋がると見 られる溝が検出されたが、竪

穴住居跡との切 りbい と上層の出土遺物から、上

限 ・下限とも集落の存続期間内である7世 紀代 で

あることが分か り、人工のものであることがほぼ

確実 となった。

野火附古墳確認のため、西区から南側市道 を隔

てた台地南端部 も調査 したが、削平が著 しく集落

の続 きも野火附古墳の跡も検出できなかった。 第31図 野 火附遺 跡全 景
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10離 山遺跡(県 道整備事業関連 ・整理作業)

担 当 者:桜 井秀雄

経過 と今年度の作業:離 山遺跡は南佐久郡 臼田町上中込に所在する。平成14年 度に発掘調査を

行い、同年度の冬期基礎整理作業を経て、今年度に本格的な整理作業及び報告書刊行業務 を実

施 した。

今年度の成果:東 西幅約5m、 南北長約60m余 という狭い調査範 囲ではあったが、多大 な成

果 を上げることができた。以下、今回の調査で判明した知見の概要 をまとめてみたい。

千曲川右岸の沖積地に位置する本遺跡では、土層の堆積が北側部分(北 区)と 南側部分(南

区)で は大 きく異な り、南区が1面 の調査面で終了したのに対 し、北区では調査面は5面 にわ

たった。同一の遺跡であると考えられる隣接する佐久市久禰添遺跡で も1面 の調査であったこ

とか らも、北区での土層堆積は千曲川の氾濫 を含め、当地の地形形成を知 る上 でも見逃せない

視点 ともなろう。次に遺物について触れてお く。第3調 査面か らは洪水砂層に覆われた水 田跡

が検出されたが、これは遺物の検討により、9世 紀第4四 半期をもって砂層にバ ックされたも

の と考えるに至 った。 とすれば仁和3年(888年)に 起 きた 「仁和 の洪水」 との関連性が想起

されるが、その可能 性は十分高いもの と報告書では指摘 した。また、第5調 査面か ら出土 した

遺物は5世 紀中葉～6世 紀前半頃の古墳時代のものが主体 を占め るが、他にも縄文時代 ・弥生

時代中期後半 ・後期のものも認められている。 これらの遺物は砂礫に混 じっての出土であるた

め、6世 紀前半頃に洪水等により押し出されたもの と理解するのが最 も妥当であると思われる。

本遺跡及び久禰添遺跡の近隣iでは発掘調査の事例が比較的少 ないため、今回の調査成果は貴重

な資料になるもの と期待する次第である。

11矢 出川遺跡群(畑 地帯総合整備事業関連 ・整理作業)

所 在 地:南 佐久郡南牧村大字野辺山字ニツ山

調査担当者:川 崎 保

調 査 期 間:平 成15年12月10日 、16日 、18日

平成16年1月21日(工 事立会)

遺跡の立地:八 ケ岳 山麓野辺山原扇状地の東南端

調 査 概 要:昨 年度調査範囲の西南側の道路拡幅工事

施工部分で工事立会 を行 った。チャー トの原石が1点

出土 したが、プライマ リーな層から出土 したかはわか

らない。 ローム層 自体がかな り削平されてお り、遺構

や遺物包含層は存在 していないと思われ る。

第32図 矢 出川 遺 跡 群(1'100,000)

整 理 作 業:工 事立会 と並行 して本年度の報告書刊行に向けて、平成11年 度から本年度 までの

調査(試 掘、工事立会 を含む)に 関する成果について整理作業(撮 影写真整理、遺物注記、撮

影、原図や所見の見直し、本報告書の執筆および同書の図版などの作成、編集など)を 行った。
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12三 分遺跡(県 道田ロバイパス建設事業関連)

所 在 地:南 佐久郡臼田町三分636-2番 地ほか

調査担当者:桜 井秀雄:中 野亮一 河西克造

調 査 期 間 二平成15年4月7日 ～9月30日

調 査 面 積:8,000m2

遺跡の立地:雨 川左岸の扇状地

検 出 遺 構:古 墳1基 、土坑43基 、溝11条 ほか

出 土 遺 物:古 墳時代の土師器、須恵器

縄文時代石器、近世陶磁器

調査の概要:本 遺跡の調査対象面積 は、長 さ約

540m、 幅約15m程 をはか り、東西に細長いため、

第33図 三分 遺 跡(1=ioo,000)

南 北 に横 切 る 現 道 を境 と し て① 区 ～③ 区 に

便宜的に分けて調査を進めた。 また調査開始直後に、調査対象面積境に流れる田口用水の東側

に も遺跡が伸びている可能性が出てきたため、田口用水の東側部分 も トレンチ調査を経て、④

区 として調査範囲に加えることにした。

④区か らは土坑9基 が検出されたが、遺物の出土はみられなかった。①区では土坑12基 、溝

6基 、焼土跡2基 が検 出された。溝SDO1か ら縄文時代の石器(打 製石斧等)が 出土 した他に

は遺構か らの出土遺物は認め られなかった。②区では土坑17基 と溝5基 が検出された。ここで

も遺物 を出土する遺構は少な く、縄文時代の石器を伴った1基 と近世陶磁器片を伴った1基 を

数えるのみであった。 また②区は 「谷地」 という小字名が示す通 り、湧水が激しい個所がみら

れ、 トレンチ 調査で終了した部分 もある。

①区 ・②区 ・④区での調査面は1面 であったが、③区の一部 では他 にみられない黒褐色土の

堆積がみられ、この層から煙滅古墳の周溝が検出され、調査面は2面 を数えることとなった。

臼田町教育委員会で実施 した詳細分布調査でも古墳の存在は確認 されておらず、未周知の古墳

の検出となった。現況は畑地であ り、すでに主体部は存在 していなかったが、黒褐色土 を掘 り

込む周溝が確認でき、周溝内か らは土師器 ・須恵器片が、崩落 した外護列石 とともに出土して

いる。出土土器か らすれば7世 紀後半頃に位置づけ られる古墳 と考 えられる。周溝は径十数m

程度をはかるもの と推定できようか。地元の方

の何人かに話をお聞 きした ところではこの地に

古墳が存在 した との伝承等はなかったようであ

るが、本古墳の所在す る地点の小字名は「塚畑」

であり、地名は古墳の存在を示 していたことに

なる。地名の重要性 を強 く認識 した次第である。

雨川右岸には幸神古墳群、新海神社古墳群など

多くの古墳がみられるのに対 し、雨川左岸の三

分地籍では初の古墳の発見 ということになる。 第34図 古墳 周溝(上 が南)
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13唐 松B遺 跡(県 道整備事業関連)

所 在 地=南 佐久郡臼田町大字平林字唐松

985番寸也ほカa

調査担当者:河 西克造 中野亮一

調 査 期 間:平 成15年5月6日 ～10月16日

調 査 面 積:5,000m2

遺跡の立地:曽 原川 と抜井川によって形成さ

れた段丘上

検 出 遺 構:竪 穴住居跡6軒(縄 文時代中期

4、 平安時代前半2)、 掘 立柱

建物跡1棟 、陥 し穴12基 、土坑 第35図 唐 松B遺 跡位置 図(Iioo,000)

26基(縄 文時代25、 弥生時代中期1)

出 土 遺 物:縄 文中期土器、弥生時代 中期土器、平安時代の土師器 ・須恵器、内耳土器

石刃、石核、石鍛、打製石斧

調査の概要:唐 松B遺 跡は千曲川右岸の段丘上に立地す る。段 丘を南北に縦断す る形で県道川

上佐久線が建設されることとなり、今回発掘調査が実施された。

調査の結果、調査区全域で遺構の分布が見られ、縄文時代中期、弥生時代 中期、平安時代前

半の3時 期の遺構 ・遺物が確認 された。縄文時代は、段丘頂部 を中心に竪穴住居跡が一定間隔

で半円形にめ ぐり、その内側に貯蔵穴 と思われる土坑が集中す る中期後半の集落跡が確認され

た。遺構分布 と地形から、調査区西側の段丘先端付近に集落の中心があると考 えられる。さら

に、集落形成以前 と思われる陥 し穴は調査区を横断 ・縦断など複数の配列が見られ、調査区を

中心 として広範囲に狩猟域が展開していると思われる。他時期では、弥生時代 中期前半の壺が

逆位 で出土した土坑 と調査区南端の南緩斜面で同一軸で切 り合 う平安時代の竪穴住居跡がある。

今回の調査 では、小規模 なが ら複数の時期にわたって段丘上が利用されていたことが判明 し、

さらに当地域における縄文中期後半の集落構 造が解明できるなど、興味深い資料 を得 られた。

第36図 調 査 区全 景(羽 黒 山方 向 よ り) 第37図 縄 文時代 中期 の堅 穴住 居跡(SBO6)
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14馬 込遺跡(広 域営農団地農道佐久南部地区整備事業関連)

所 在 地:南 佐久郡八千穂村大字畑4611-1ほ か

言周査担当者=桜 井秀雄 ・中野亮一

調 査 期 間:平 成!5年9月1日 ～12月25日

調 査 面 積:10,000m2

遺跡の立地:千 曲川左岸、八ヶ岳山麓裾の尾根状

に残る地形の頂部

検 出 遺 構:土 坑62基 竪穴状遺構1基 焼土跡

1基

出 土 遺 物:縄 文土器 ・石器、中近世土器 第38図 馬 込 遺 跡 の 位 置(IlOO,000)

調査の慨妾:咋 ヰリ支に引き続いての調査であ リ、今牛皮は尾恨の南側斜面が調査河象 となった。

昨年度 と同様に土坑 を中心 とした遺跡 といえる。表土が平均約20cm程 と浅 く、 また調査対象地

の現況が りんごを主 とする畑地であ り、そのためもあり、撹乱が著 しかった。

検出された土坑 は62基 を数え、昨年度調査分42基 をあわせ ると、104基 ということになる。

土坑か ら出土する遺物は認め られなかったため、十坑の所産時期の想定は難 しいが、数基の土

坑ではその形態か ら陥し穴の可能性をもつ ものも存:在してお り、土坑の性格を考 える上で重要

な知見を提供するものと期待できよう。

遺構外から出± した遺物 としては、縄文時代 と中近世のものが認め られている。縄文時代の

ものでは、石鍛 ・打製石斧 ・剥片等の石器 と縄文後期頃 とみられる土器片等が、そ して中世の

もの としては、内耳鍋片が少なからずの量で、それぞれ出土している。なお中世遺物では、か

つて石臼が表面採集 されていることに も注 目しておきたい。 また土坑以外の遺構 としては、遺

物は伴わなかったものの竪穴状遺構が1基 検出されたが、 これは中世の所産である可能性が高

いのではないか と現段階では考えている。なお、

村教委の表面採集では、縄文時代 ・中近世の他に

平安時代の土器片も認められている。

縄文時代においては竪穴住居跡が検出されなか

ったことや遺物量が比較的少な く散布 しているこ

とか らすれば、調査範囲内は集落域であったとは

考えに くく、土坑の中には陥 し穴の可能性の高い

ものが数基み られることも踏 まえれば、狩猟 ・採

集の場であったと考 えるのが 自然であろうが、陥

し穴以外の十坑の性格づけの問題 も残ってお り、

この点の分析は今後の検討課題 としてお きたい。

また中世についても竪穴状遺構の検討を中心 とし

て解明すべ き課題は多いといえよう。 第39図 馬込 遺跡 全 景(西 か ら)
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かただいら すけ の さわ

15肩 平 ・菅 ノ沢遺跡 ほか(国 営アル プスあつ みの公園関連)

調 査 担 当者:蟄 田 明

調 査 期 間:平 成15年5月27日 ～10月31日

発 掘 調 査(肩 平 遺 跡 ・菅 ノ沢 遺 跡)

1肩 平 遺 跡

所 在 地:大 町 市 常 盤7917-1ほ か

調 査 面 積:5,600m2

遺 跡 の 立 地:乳 川 扇 状 地 の 扇 頂

検 出 遺 構:縄 文時代早期前半 もしくは中期後 第40図 遺跡の位置(1:160 ,000)

半の土坑15基 ・集石遺構1基 、中世の掘立柱建物跡2棟 ・土坑64基 ・焼土跡4基 、

時期不明の溝跡2条

出 土 遺 物:縄 文時代早 ～中期の土器 ・石器、中世のかわらけ ・青磁 ・白磁 ・播鉢 ・捏鉢 ・刀

子状鉄製品 ・銭貨

調査の概要:肩 平遺跡は遺跡の北側 を走る林道下に埋没 した沢状の地形 と、南側 を流れ る乳川

にはさまれた、細長い東向きの緩やかな

斜面に立地する。既存の情報では縄文時

代中期の遺跡とされてきたが、発掘調査

によって新たに中世の遺跡で もあること

が判明 した。

検出された遺構は、時代 ごとに分布範

囲が異なる。縄文時代の遺構は調査 区の

南東部のみに分布 し、更に南側の調査区

外へ と広がることが推測される。遺構の

主体 となる土坑は、陥 し穴 と思われるも

ののほかに、円形を呈 し長さ ・幅が とも

に2mを 超 え、深 さが1.5mに 達する大

形のものなどが見られた(第41図)。

一方、中世 の遺構は調査区の西側のみ

に分布す る。柱穴並みの小土坑が多い中

で、掘立柱建物跡 として認定できたのは

2間 ×1間 と5問 ×4間 以上の2棟 のみ

であった。 この内、5問 ×4間 以上の建

物跡は総柱建物であり、敷地内に焼土跡

が付随 していた(第42図)。

肩平遺跡の近郊にはかつて寺院が存在

第41図 縄 文 時代 中期後 半の 土坑(SK13)

第42図 中世 の掘 立柱 建物跡(STl)
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した とも言われており、里山の奥にある

こうした遺跡の性格が注目されよう。な

お、中世の時期は検出時に出土した遺物

から判断して、13世 紀後半～14世 紀前半

と考えられる。

2菅 ノ沢遺跡

所 在 地:大 町市常盤8003-1ほ か

調 査 面 積:1200m2

遺跡の立地:乳 川扇状地の扇央

検 出 遺 構:古 墳時代後期の竪穴住居跡

1軒 、平安時代の竪穴住居

跡3軒 ・土坑20基

出 土 遺 物:弥 生時代後期の土器、古墳

時代後期の土器、平安時代

の土器 ・製鉄関連遺物(炉

壁 ・羽口 ・鉄澤など)

調査の概要:菅 ノ沢遺跡は乳川右岸で、

松川村境にほど近い西山城跡の北側裾部

に位置す る。今年度は平成11年 に調査 さ

れた範囲の東側について発掘調査 を実施

した。注目されるのは、調査区を南北方

第43図 沢状地 形の斜 面(SXI)

第44図 平 安 時代 の竪穴 住居 跡(SB4)

向に縦断する沢状地形(SX1)で 、その斜面か ら製鉄の製錬工程に関係す ると思われる遺物が

多数出土した(第43図)。 調査 区内ではそ うした遺構は検出されていないので、近隣に製錬炉

などの遺構が存在するもの と思われる。製鉄関係遺物の時期は、判断する根拠が乏 しいものの、

わずかに共伴 した土器の年代からすれば10世 紀以降 となる。竪穴住居跡の時期 と一致 し(第44

図)、本遺跡で検出された平安時代の集落が、鉄生産に携わる集落であったことが考 えられる。

試掘調査(山 の神遺跡 ・寺海戸遺跡)

3山 の神遺跡

試掘調査の対象 となった場所は、平成9～12年 度に調査された地点の北西約800mに 位置す

る。面積 は600m2で 遺跡の広が りが考慮 されたが、 トレンチ調査 を実施 した結果、遺構 ・遺物

は検出されなかった。従って、この場所は山の神遺跡の主体からは外れると考 えられる。

4寺 海戸遺跡

以前に採集 された土器か ら、縄文時代中期の遺跡 と推測されて きたが、面積1500m・について

トレンチによる確認調査 を実施 したところ、遺構 ・遺物は検出されなかった。このため、寺海

戸遺跡の主体はほかの地点にあると考えられる。
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16三 角原遺跡(あ つみ野排水路関連)

所 在 地:南 安 曇郡 三 郷 村 温6702-2ほ か

調 査 担 当者:廣 田和 穂 ・川 崎 保

調 査 面 積:8,700m2

調 査 期 間:平 成15年5月6日 ～10月31日

遺 跡 の 立 地:黒 沢 川扇 状 地 の扇 端 部

検 出 遺 構:竪 穴 住 居 跡57軒 、 土 坑130基

出 土 遺 物:縄 文 時 代 土 器 ・石 ・器 、 平 安 時代 土

師 器 ・黒 色 土 ・器 ・須 恵 器 ・灰 粕 陶

器 ・鉄 器 ・鉄 津 ・銭 貨

調 査 概 要:三 角 原 遺 跡 は、 三 郷 村 の 西 方 に あ

第45図 三 角 原 遺 跡 の位 置(llOO,000)

る黒沢山 ・扇平 等の山々に端 を発す る黒沢 川に より形成 され た扇状地の扇端部、海抜 は

600～604mに 位置する。一帯は近年まで黒沢川の氾濫で何度か洪水にさらされた場所であ り、

調査区の南端は礫が多く、遺構はほ とんど存在 しない。一方北端は黒沢川の旧河道 と推測され

る流路が発見され、生活域はこの旧河道により制約 を受けていた可能性がある。

調査の結果、平安時代(9世 紀中葉～11世 紀代)頃 を中心 とす る集落であることが判明した。

竪穴住居跡については、平面形は方形が中心 となり、規模 は4～6m程 が主体 を占め、突出

した大 きさの住居跡は確認できない。床面には柱穴がほとん ど確認 されず、壁の一部にベ ッ ド

状の段がつ く例がある。

土坑については、墓を5基 検出 している。覆土中からは土師器や黒色土器の椀 ・皿が数点ず

っセットで出土しているが、灰粕陶器や緑粕陶器はない。このほか炭焼 き窯の可能性がある土

坑3基 を検出している。本遺跡では羽口片や鉄津が一定量出土 してお り、炭焼 き窯の存在 とあ

わせ、近隣に鍛冶関連施設が存在 した可能性 もある。

第46図 三角原 遺跡 遠景

出土遺物では平安時代土器が一番多い ものの、

特に灰粕陶器の耳皿 ・小瓶 ・壺類については量的

に少ない印象がある。また緑粕陶器は破片で少量

出土、輸入陶磁器 も現状では確認できない。この

ほか鎌 ・刀子 ・苧引鉄などの鉄製品や砥石、皇朝

十二銭の 「延喜通宝」 も出土 した。縄文時代 につ

いては晩期の土坑1基 を検出。調査 区外に遺構が

分布する可能性がある。また遺構外か らは打製石

斧も出土 している。

整 理 作 業:発 掘調査終了後に、遺物の注記、図

面、写真等の分類 ・照合、および各種台帳の整備

など、基礎整理作業を行った。
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17中 村 ・外垣 外遺跡(一 般国道 〔坂室バイパ ス〕改良工事事業関連)

所 在 地:茅 野市大字宮川西茅野

調 査 期 間:平 成15年6月4日 か ら10月3日

調 査 面 積:4,200m2

調査担 当者:藤 原直人

遺跡の立地:宮 川左岸の扇状地先端部の微高地 とそれ

に続 く沖積低地

遺跡の特徴:縄 文 中期 ・晩期の遺物集 中、弥生時代後

期の集落、平安時代か ら中世の集落跡 ・

墓域 ・中世の区画溝

第47図 中 村 ・外 垣 外 遺 跡 の 位 置

(i:ioo,ooo>

検 出 遺 構:竪 穴住居跡(弥 生後期)1軒 、掘立柱建物跡7棟 、溝跡2条 、土坑130基 、土坑

墓2基

出 土 遺 物=縄 文時代前期 ・中期・晩期の土器 ・石器、弥生時代後期の土器 ・石器、平安時代

後半～中世の八稜鏡 ・鉄鐸 ・鉄製品 ・宋銭 ・陶磁器 ・土器など。

調査の概要:調 査区内の沖積低地には東西に走 る溝状の窪地があ り、その埋土下層からは縄文

時代前期末 ・中期中葉の土器片が散在 して出土 し、その上

部の層か らは縄文時代晩期の土器片が集中して多数出土 し

ている。これらの土器片は遺構を伴わず低地部に多 く確認

できることか ら、本遺跡の東側に存在する遺跡か らの流れ

込みが考えられる。また、本遺跡は茅野市内の縄文時代晩

期の遺跡は数少ないが、代表的な遺跡 として近接す る御社

宮司遺跡があげられる。
弟4δ凶 出土 しアこノ/不麦董克平 安 時 代 後 期 か ら 中世 と想 定 され る 土坑 墓2基

の 内 の1

基 か らは2面 の鏡 と3個 の鉄 鐸 ・棒 状 の鉄 製 品が2点 、埋 葬 時 に鏡 を納 め る ため に 使 用 した と

思 わ れ る繊 維 質 の 有 機 物 が鏡 に 密 着 して 出 土 して い る。 土 器 が 検 出 され な か っ た た め 時 期 の特

定 は 今 の と こ ろ 難 しい 。 そ の規 模 と形 は 、 長 さが 約188cm、 幅 が 約63cm、 深 さ約38cmの 長 方 形

で長軸はほぼ南北を向いている。そ

の土坑から出土した2面 の鏡は瑞花

双鳳八稜鏡で、鉄鐸 との共伴はめず

らしい。諏訪信仰 との関わりを濃密

に示すもの と考えられ貴重である。

また、調査区の微高地状の地区か

らは平面が 「L」 字状の当時の区画

を想定 させ るような中世の溝が確認

されている。 第49図 中村 ・外垣外遺跡遺構配置図

24



18箕 輪遺跡(伊 那バ イパ ス関連)

箕輪遺跡は箕輪町～南箕輪村の天竜川西岸に広がる水田遺跡 として知 られている。この遺跡

を縦断する松島 ・伊那バイパス建設に伴 い平成12年 度か ら断続的に調査 を進め、本年度は伊那

バイパス用地内の一部の発掘調査 と整理作業 を行 った。

平成15年 度調査

所 在 地:上 伊那郡箕輪町三 日町

調 査 期 間:平 成15年4月3日 ～同5月1日

調 査 担 当:市 川隆之 ・桜井秀雄

調 査 面 積:1300m2

主な検出遺構:掘 立柱建物跡3棟(前 年度連続2

棟)、 竪穴住居跡7軒(前 年度の連

続4軒)、 水 田面2面

主な検出遺物:弥 生 ・古墳時代土器、石・器
第50図 箕 輪遺 跡 の位 置(1100,000)

本年度は集落域から河道跡低地水田域にかか

る部分の現道下 を対象 とした。東端は埋設用水で破壊 されていたものの、平成12年 度調査域か

ら続 く遺構や、新たな住居跡3軒 、掘立柱建物跡が検出された。

整 理 作 業 平成14年 度からの継続であ り、本年調査の整理 と土器 ・木製品の実測 ・トレース

・図版組、遺構の トレース ・図版組を進めた。

これまでの箕輪遺跡の調査から、旧地形は河道跡低地 と三角州状高まりが組み合 う複雑な地

形環境で、低い河道跡低地が埋積 して比高差が減少 していく地形変化が推測 される。この変化

のなかで古い水 田跡は河道跡低地に構築 され、泥炭層を挟み込むように耕作 ・放棄 を繰 り返 し

ながら、低地埋積 で比高差が次第に減少するなかで水 田域は拡大 したようだ。箕輪遺跡でよく

知 られる杭列の多くはかな り時代の下 った広域水田時に伴 う可能性が窺えている。

また、河道跡に挟 まれた狭い微高地では弥生中期 ・後期、古墳時代後期の3時 期の集落跡が

確認されている。弥生中期 は栗林系土器が主体で信濃北部の影響 を受けていたが、後期は伊那

谷南部 と同様の土器群 となり、あわせて囲溝跡が現れ南部の影響 を受けるように変化 した様相

が窺える。

古墳後期遺構は微高地中央付近に掘立柱建物

跡が集中し、その北側に竪穴住居跡が散在す る

分布状況を示す。水 田耕作に立脚 した立地 とも

思われるが、存続時期は短い。

これらの調査成果の詳細は次年度刊行予定の

報告書を参照 していただきたい。

第51図 河川 跡低 地内 の水 田跡
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19原 林遺跡(県 単農免農道事業関連)

所 在 地:上 伊那郡飯島町本郷

調 査 期 間:平 成15年10月29日 から12月12日

調 査 面 積:700m2

調査担当者:藤 原直人

遺跡の立地:中 央アルプスが形成 した扇状地端

部の舌状台地上で、天竜川の河岸

段丘、あるいは断層崖上

遺跡の特徴:縄 文時代中期後半の遺跡。東に隣

接する丸山遺跡 とは、同一の集落

であった可能性が高いと考 えられ

る。 第52図 原 林 遺 跡 の 位 置(Iioo,000)

検 出 遺 構:竪 穴住居跡1軒

出 土 遺 物:縄 文時代 中期後半の±器、石器(打 製石斧 ・磨製石斧 ・横刃型石器 ・石皿など)

調査の概要:原 林遺跡の調査面積は700m2と 狭 く、遺構の検出は1軒 に留まった。確認された遺

構は縄文時代 中期後葉の竪穴住居跡で、調査区北側の旧地形の残存 していた箇所に位置 し、住

居跡のおよそ3分 の1が 検 山された。住居跡の南側は削平 を受け消失、北側の一部は調査区外

におよび残存状況は極めて悪い。埋甕は2つ の深鉢が入れ子の状態で検出され、また、他にも

埋甕 と考えられる土器が床面をやや掘 り込んだ状態で観察されたが床面の削平が著 しく、それ

ら埋甕の新旧 ・同時期存在の判別はできていない。

北側の隣接地では1980年 に飯島町教育委員会によって発掘調査 され、縄文時代中期 の竪穴住

居跡が7軒 調査 されている(飯 島町教育委貝会 「本郷原林遺跡」1981年 報告・)。今 回の調査区

は埋め立て造成の行われた土地であったため、遺構確認面は地表から約1～3mと 深 く、旧地

形を著 しく盛土 したため台地状の丘陵でとなっていた。客土中か らは多量の土器片 ・石器が出

土たしほか、焼土や炉石 に使用 した と

思われる被熱 した大 ・中形礫などが見

られることから、北側のほ場整備時に

未調査の遺跡が削平されたことが うか

がわれる。原林遺跡の東側は2002年 に

調査 を実施 した丸山遺跡(県 埋文セン

ター2003年 報告)と 隣接す るが、本郷

原林遺跡も含めて本遺跡 と同一集落の

可能性が高い。

なお、本遺跡の本格的な整理作業は

今年度 をもって終了する予定である。 第53図 作 業風 景(後 方 に中央 アル プス)
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20竹 佐中原遺跡ほか(一 般国道474号 飯喬道路(三 遠南信 自動車道)関 連)

調査担当者:大 竹憲昭 ・若林 卓 ・石上周蔵 ・藤原直人

平成11年 度から着手 した三遠南信 自動車道(飯 田南ジャンクション～天竜峡 インター間)建

設事業に関わる発掘調査1も今年度で5年 目をむかえた。本年度は山本地区8遺 跡(第54図1

～8)お よび川路地区1遺 跡(第54図9)の 計9遺 跡 を対象 として発掘調査 を行 った。以下、

9遺 跡の調査概要 を記す。

竹佐中原遺跡 飯田市竹佐151-2ほ か 調査期間:5月12日 ～10月23日 調査面積:12,500㎡

・ 今年度の調査範囲は、土地の削平や耕作 などにより遺物包含層の多くが失われていると考 え

られる。縄文時代 中期 の竪穴住居跡が遺跡北側の平坦地端部で1軒 確認 されたが、やは り遺存

第54図 調 査遺 跡の位 置(ll50,000)

1.白 山遺 跡2.山 本 大塚遺 跡3.寺 沢遺跡4.赤 羽原遺 跡5.竹 佐 中原遺 跡

6.森 林 遺跡7.下 り松遺 跡8.久 米 ケ城 跡9.川 路 大明神 原遺 跡
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第55図 竹佐中原遺跡 石器出土状況 第56図 下り松遺跡 縄文時代中期遺構群

状態はあまりよ くなかった。 旧石器時代の遺物については、昨年度までの調査で、本遺跡には

少な くとも2時 期の石器群が残されていると考えられる。一つは、斧形石器をもつ後期 旧石器

初頭以降のB地 点ほかの石器群。 もう一・つは、それに時期的に先行すると思われるA地 点の石

器群である(長 野県埋蔵文化財センター年報19)。 本年度の調査では、石器集 中部は確認 され

ず、単発的な出土であった。ただ遺物の中には、一昨年度集中部が確認されたA地 点 と同種の

石材がみ られた(第55図)。A地 点 とは200mも 離れてお り、台地上の広範囲にA地 点類 似の石

器群が展開 していたと考えられ注目される。上記のふたつの石器群が、遺跡全体、さらに隣接

する森林遺跡まで、現状断片的ではあるものの広域に展開するものと考 えられ る。台地上の微

地形と石器の残 される立地等を検討する上で好資料である。

森林遺跡 飯円市竹佐241-12ほ か 調査期間:4月8日 ～5月23日 調査面積:4,300m2

森林遺跡は昨年度の調査で、弥生時代の竪穴住居跡2軒 、縄文時代中期 と考えられる小竪穴

2基 、ナイフ形石器等の旧石器を検出した複合遺跡であることが判明 した。昨年度は調査時期

が冬季にかかったため、縄文 ・弥生時代遺構検 出面の精査につ とめ、一部旧石器面 も確認調査

をして、調査中断 とし、本年度に繰 り越 した。本年はまず、昨年度未買収地や道路敷部分の調

査を行った。新たな遺構は確認 されなかった。次に、旧石器時代の調査 も調査対象範囲全面に

対 し行ったが、遺物が散発的に出+し た程度にとどまった。竹佐中原遺跡A地 点と同類の石器

も検 出されたが、すべて掩乱層か らの出土であった。

下 り松遺跡 飯田市竹佐413ほ か 調査期間:4月3日 ～6月13日 調査面積:4,500m2

遺跡は竹佐中原遺跡がある丘陵の谷ひとつ隔てた東側の丘陵上 に位置する。平成13年 度に対

象範囲の中央部から東部の調査 を行い、縄文早期末～前期 と中期の遺物が出土 したものの、明

確な遺構は確認されなかった。本年度は西部 と東端部で調査を実施 し、縄文時代中期の集落跡

が明 らかになった。遺構は、西部で住居跡4軒(1軒 は柱穴のみ)・ 土坑74基 、東端部で住居跡

2軒 を検出した。住居跡は直径5m前 後の円形ないし楕円気味の平面形を呈する。石囲炉 をも

ち、不明確な1軒 を除き5本 主柱である。1軒 のみ埋甕 を伴 う。出土遺物か らすると、住居群

の帰属時期は縄文中期中葉末～後葉 と考 えられる。土坑は円形を呈 し、直径80cm前 後の ものが

主体 をなす。広 く散在的に分布す るのではなく、住居近隣の数箇所にまとまる傾向をみせる。
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遺物を伴わない土坑が多いものの、ほ とんどは住居群 と同時期 と推測 している。

山本大塚遺跡 飯田市山本699ほ か 調査期間:8月5日 ～9月17日 調査面積:4,400㎡

遺跡は東南に延びる丘陵上に位置してお り、丘陵の先端近 くを南北に横断する形で調査 を行

った。調査部分の微地形は、三筋の尾根状微高地部が南北に並列 し、その間は浅い谷状低地部

となっている。北側の微高地では土坑3基 が検出された。南側の微高地では、縄文時代の円形

土坑1基 と、近世の土坑墓2基(SK3・4)を 検出した。土坑墓は長方形 を呈 し、主軸を南北に

揃えて並ぶ。SK3か ら重なって錆着 した銅銭6枚 が出土 し、SK4に は同 じく6枚 重ねの銅銭 と

煙管 ・砥石 ・硯お よび鉄製品が納め られていた。低地部については、北微高地 と中央微高地間

・で近世～近代の溝4条 を検出したほか、縄文土器 ・石器、中世以降の土・器 ・陶磁器が出土した。

これまでの発掘調査で、縄文 ・古墳 ・中世 ・近世の四時期の内容 を含む遺跡であることが明ら

かになったが、明確な集落域は確認されていない。今回検 出の近世土坑墓は、隣i接す る観音寺

や昭和44年 に調査 された中世火葬墓群 とともに、遺跡の特質 を考 える上で注意をひ く。

白山遺跡 飯田市竹佐881ほ か 調査期間:7月4日 調査面積:40㎡

丘陵北側の斜面部 を調査 した。遺跡範囲の西端部にあたる。表土下に黒色土層が認められた

が遺物の包含はな く、直下に砂礫層があらわれた。遺構 も検出されなかった。

寺沢遺跡 飯田市竹佐563ほ か 調査期間:7月1日 ～4日 調査面積:260m2

調査部分の南半は尾根状微高地の末端部だが、宅地造成により大き く削平され、遺物包含層

は存在しなかった。北半部は谷状低地部 となり、やは り遺構・遺物は確認されなかった。

赤羽原遺跡 飯田市山本4684ほ か 調査期間:7月7日 ～10日 調査面積:230㎡

一段低 くなった西側の畑地部分は昭和40年 代の:構造改善事業により壊滅状況であった。東側

の宅地部分は丘陵頂部にあたるが、その南半には未収去の建造物があるため、今回は北半部の

調査 を行 った。検出 したのは甕形土器 を埋設 した遺構1基 である。平安時代以降であることは

確かだが、それ以上の特定は難 しい。

久米ヶ城跡 飯田市久米1338ほ か 調査期間:10月9日

久米ヶ城は城山山頂に主郭 をもつ戦国時代の山城である。城跡範囲は城山山塊のほぼ全域に

設定されてお り、飯喬道路はその北麓 を巻 くように通過す る。平成14年 度までの調査で5号 橋

以東の用地内には城郭関連施設は存在 しないことを確認 していた。今回は5号 橋 と4号 橋間の

現地踏査を行 った。周辺部分 も含めて くまな く観察 したが、城郭関連遺構を推定 しうるような

状況は認め られなかった。

川路大明神原遺跡 飯田市川路5613ほ か 調 査期間:7月14日 ～17日 調査面積:260m2

遺跡西端部の傾斜地 を調査 した。微地形的には、南側に浅 い谷状低地があ り、北側にはそれ

に沿って尾根状微高地が延 びている。微高地斜面か ら低地部にかけて トレンチを設定 したが、

遺構は確認 されず、遺物 も出土 しなかった。
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II普 及 ・公 開活 動 の概 要

1現 地説明会等

今年度発掘調査が行われた遺跡の うち、4

遺跡で当センター主催の説明会 を実施 し、そ

のうち1遺 跡は、地元のみに向けた説明会で

あった。このほか学校等による見学 も受け入

れ、埋蔵文化財の調査現場を公開 した。

中野市月岡遺跡では、7月20日(日)に 現

地説明会 を実施 した。室町時代～戦国時代頃

の屋敷跡および経塚 を公開 し、午前中のみで

91名 の 見学 者 が 訪 れ た。 また、7月15日

(火)に は、地元中野西高等学校の生徒8名 、
第57図 三角原遺跡での現地説明会

教諭5名 が遺跡の見学、および発掘体験 をした。

三郷村三角原遺跡では、8月24日(日)に 現地説明会 を実施 し、平安時代の遺構、遺物 を公

開 した(第57図)。 村内での大規模 な発掘調査は初めてで、 自分 たちの祖先が暮 らしていたム

ラの跡 を一 目見ようと、午前 中だけの公開であったが、地元を中心に210名 と多 くの見学者が

訪れた。2日 後の8月26日(火)に は、地元三郷中学校の1年 生150名 も見学 した。

小諸市野火附遺跡では、10月25日(土)午 後、現地説明会を実施 し古墳時代の集落跡 と出土

した遺物 を公開 した。午前中には佐久市小田井育成会の小学生親子が体験発掘 し、目を輝かせ

て発掘に土器の接合・に時間 を忘れて取 り組んだ(第58図)。 午前、午後それぞれ40名 の参加者

があった。

9月18日(火)、2!日(日)の 両 日、地元説明会の行われた臼田町唐松B遺 跡では、それぞ

れ約30名 が参加が した。平 日の見学では、縄文 ・平安時代の住居跡 を実際に調査 している様子

を見学 してもらい、発掘調査方法の理解に努めた。7月8日(火)に は、地元青沼小学校の6

第58図 野火附遺跡小田井育成会の体験発掘 第59図 原林遺跡七久保小学校の見学
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年生が26名 見学に来ている。

そのほか、飯島町原林遺跡では、11月21日(金)に 地元七久保小学校6年 生30名 が縄文時代

の集落跡を見学に訪れている(第59図)。 また、11月23日(日)、24日(月 ・振替休 日)の 両 日、

飯田市山本地区文化祭において、地元の公民館行事に参加す るかたちで、竹佐中原、森林、下

り松、石子原の各遺跡出土遺物および写真 ・文字パネルを展示 した。

2展 示会等

1)平 成15年 度長野県埋蔵文化財センター速報展 「長野県の遺跡発掘2003」

長野県立歴史館、長野県伊那文化会館 と共催で、平成15年 度に当センターが調査 した遺跡の

出土資料や関連遺跡の資料 を展示す る。今 同は、考古学における年代決定についての解説、当

センターの普及公開活動の展示 も加え、センターの事業について県民の理解 を得るとともに、

長野県の歴史や埋蔵文化財について、県民の興味、関心、理解が深まることを目的 とする。県

立歴史館企画展示室を会場に3月13日(土)か ら5月9日(日)ま で、伊那文化会館美術展示

ホールを会場に7月1日(木)か ら11日(日)ま で開催する。期間中、県立歴史館講堂では、

4月11日(日)、 今年度調査 した5遺 跡の報告会 とともに国立歴史民俗博物館教授春成秀爾氏

による 「考古学における年代決定の最前線」 と題 した講演会が予定されている。 また、伊那文

化会館小 ホールでも、7月10日(±)に 飯田市竹佐中原遺跡を・含めた5遺 跡の報告会 を行 い、

南信地方の県民に対する啓蒙活動にも努める。

〈展示遺跡>26遺 跡

飯田市:竹 佐中原、下 り松遺跡、信濃町:貫 ノ木、仲町、川久保遺跡、坂北村:東 畑遺跡*、

望月町:平 石遺跡*、 臼田町:唐 松B、 三分遺跡、八千穂村:封 地*、 馬込遺跡、茅野市:聖 石、

中村 ・外垣外遺跡、飯島町 二原林遺跡、千曲市:力 石条里遺跡群、東条、峯謡坂、社宮司遺跡、

佐久市:北 畑遺跡、箕輪町:箕 輪遺跡、豊円村:千 田遺跡、小諸市:野 火附遺跡、大町市:菅

ノ沢、肩平遺跡、三郷村:三 角原遺跡、中野市:月 岡遺跡*印 は技術指導の遺跡で県立歴史

館のみの展示、竹佐中原遺跡は伊那文化会館のみの展示。

なお、平成14年 度速報展 「長野県の遺跡発掘2002」 は、平成15年3月15日(土)か ら5月5

日(月)ま での開催 で、9,055名 の来館者が

あった(第60図)。 前年度速報展の同一 日数

(47日間)で の来館者を比較す るとほぼ同数

であった。 また、この速報展にともなって平

成15年4月12日(十)県 立歴史館講堂にて、

豊田村千田遺跡、上山田町力石条里遺跡群、

飯田市竹佐中原遺跡、小諸市鎌田原遺跡の調

査報告会 を実施 した(第61図)。 午後か らの

開催であったが、90名 の聴講者があった。

第60図 平 成14年 度速 報 展展示 会場
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2)千 曲市屋代駅市民ギャラリーでの展示

「写真でみる`長 野県の遺跡発掘2003'」

恒常的に人々が集中す る屋代駅において、

周辺住民および通勤 ・通学者 を対象に、当セ

ンターおよび埋蔵文化財に対する埋解を深め

て もらうとともに、平成15年 度速報展のプレ

イベン トとして位置づけ、宣伝効果も狙った。

平成15年2月23日(月)か ら3月3日(水)

まで実施 し、今年度当センターで発掘調査、

整理作業 をした25遺 跡の写真 ・文字パネルを
第61図 平 成14年 度 速報 展調 査 報告 会聴衆

展示 した。そのほか、現地説明会、体験発掘等の写真パネルを展示す るとともに、埋文センタ

ーニュース等の普及公開関係の刊行物 も展示 した。

3)長 野県庁1階 ロビーでの展示会 「長野県埋蔵文化財センター速報展2003」

長野県教育委員会文化財 ・生涯学習課の事業に協力 し、県庁 を訪れ る県民を対象に、当セン

ターお よび埋蔵文化財 に対す る理解 を深めて もらうことを目的 として、平成15年2月23日

(月)か ら3月5日(金)ま で実施 した。今年度当センターで発掘調査、整理作業 を実施 した

遺跡か ら、話題 となった信濃町貫 ノ木遺跡の隆起線文土器、茅野市中村 ・外垣外遺跡の八稜鏡

など8遺 跡の遺物、および写真パネルを展示 した。併せて、当センターの業務 内容 を紹介する

パネルや埋文センターニュース等の普及公開活動について も紹介 した。
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3指 導

期 日 講 師 指導内容

15/4/20

～21

明治大学教授 安蒜政雄氏 仲町、照月台、貫ノ木遺跡の旧石器時代

資料の整理 と遺跡内容について

4/22 同上 竹佐中原、森林遺跡の調査について

4/23 梓川中学校教諭 臼居直之氏 箕輪遺跡の遺構の検出状況について

4/25 長野県遺跡調査指導委員 工楽善通氏 社宮司遺跡の六角木橦等の整理について

5/13 竹佐中原遺跡調査指導委員 松嶋信幸

氏
森林遺跡の地質状況について

6/4～6 奈良文化財研究所 牛嶋 茂氏 社宮司遺跡の六角木憧等の写真撮影技術
について

6/27 長野県遺跡調査指導委員 桐原 健氏 中村 ・外垣外遺跡出土入稜鏡について

7/11 出土銭貨研究会 藤沢高広氏 仲町遺跡出土の古銭の整理法について

7/29～30 六角木憧等整理検討委員 沢田正昭氏、

藤澤典彦氏 武笠 朗氏、矢島 新氏

六角木憧の整理保存方法について

9/3 野尻湖博物館 中村由克氏 月岡遺跡のローム層について

9/1.6 猫協医科大学 桜井秀雄氏 峯謡坂遺跡出土の獣骨に関する指導

9/18-19 竹佐中原遺跡調査指導委員 戸沢充則

氏、神村 透氏、佐川正敏氏、佐藤宏

之氏、松 島信幸氏

竹佐中原遺跡の今後の調査方法について

9/26・27 國學院大学 谷口康浩氏 貫 ノ木遺跡出土草創期土器について

10/2 長野県臼田高等学校教諭 寺尾真純氏 唐松B遺 跡のローム層 と地形形成につい

て

10/22 六角木憧等整理検討委員 森田 稔氏 六角木瞳の整理保存方法について

12/3 長野県臼田高等学校教諭 寺尾真純氏 馬込遺跡のローム層 と地形形成について

16/3/2

～3

竹佐中原遺跡調査指導委員 戸沢充則

氏、神村 透氏、松島信幸氏

奈良教育大教授 長友恒人氏

古環境研究所 早田 勉氏、杉山真二

氏

竹佐中原遺跡自然科学分析結果検討会

4刊 行物

「一般国道(野 尻バイパス)埋 蔵文化財発掘調査報告書2貫 ノ木遺跡 ・照月台遺跡」

「 同上3仲 町遺跡」

「 同上4川 久保遺跡」

「国補緊急地方道路整備B業 務(主)川 上佐久線埋蔵文化財発掘調査報告書 離山遺跡」

「県営畑地帯総合整備事業野辺山地区埋蔵文化財発掘調査報告書 矢出川遺跡群」

33



III機 構 ・事 業 の概 要

1機 構

(1)組 織

①㈲長野県文化振興事業団組織

[理事会]理 事長 副理事長

常務理事

理事11名(学 識経験者、長野県考古学会会長、長野県立歴史館館長など)

事務局
長野県県民文化会館

長野県信濃美術館

長野県立歴史館

長野県伊那文化会館 長野県松本文化会館

長野県飯田創造館 長野県佐久創造館

長野県埋蔵文化財センター

②長野県埋蔵文化財センター組織図

所長

(常勤)

副所長

(行政職)

管理部長

(行政職)

一調査部長

管理部長補佐

(行政職)

調査第一課長

調査第二課長

職員

(行政職)

調査研究員

調査研究員

(2)所 在地

千曲市屋代清水260-6

篠 ノ井整理棟 長野市篠ノ井布施高田963-4

2事 業

(1)調 査事業

ア 発掘調査

中部横断自動車道関連 小諸 ・佐久市内2遺 跡 日本道路公団東京建設局の委託

北陸新幹線関連 中野市内1遺 跡 鉄道建設 ・運輸施設整備支援機構の委託

国道18号坂城更埴バイパス関連 千曲市内2遺 跡 国土交通省関東地方整備局の委託

国道20号坂室バイパス関連 茅野市内1遺 跡 国土交通省関東地方整備局の委託

国道474号飯喬道路関連 飯田市内9遺 跡 国土交通省中部地方整備局の委託

千曲川替佐築堤関連 豊田村内2遺 跡 国土交通省北陸地方整備局の委託

国営アルプスあつみの公園関連 大町市内4遺 跡 国土交通省関東地方整備局の委託

あつみ野排水路関連 三郷村内1遺 跡 農林水産省関東農政局の委託
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県道川上佐久線改良関連 臼田町内1遺跡 長野県土木部臼田建設事務所の委託

県道田ロバイパス関連 臼田町内1遺跡 長野県土木部臼田建設事務所の委託

県道天神バ イパス関連 望月町内1遺跡 長野県土木部佐久建設事務所の委託

国道153号 伊那バイパス関連 箕輪町内1遺跡 長野県土木部伊那建設事務所の委託

県道力石バ イパス関連 千曲市内1遺跡 長野県土木部千曲建設事務所の委託

広域農道佐久南部関連 入千穂村内1遺跡 長野県佐久地方事務所の委託

県単農道関連 飯島町内1遺跡 長野県上伊那地方事務所の委託

イ 整理事業

国道18号 野尻バイパス関連 信濃町内4遺 跡 国土交通省関東地方整備局の委託

県道川上佐久線改良関連 臼田町内1遺 跡 長野県土木部臼田建設事務所の委託

国道153号 伊那バ イパス関連 箕輪町内1遺 跡 長野県土木部伊那建設事務所の委託

県営畑地帯総合整備関連 南牧村内1遺 跡 長野県佐久地方事務所 ・南牧村の委託

ウ 保存処理 中川村、上田市、安曇村の委託

工 技術指導

坂北村、望月町、八千穂村に調査研究員各1名 の技術指導を実施

(2)事 業費

中部横断 自動車道関連:112,000千 円、北陸新幹線関連:33,042千 円、国道18号 野尻バイパ

ス関連:61,257千 円、国道18号 坂城更埴バ イパ ス関連:93,030千 円、国道474号:飯 喬道路関

連:80,014千 円、国営アルプスあつみの公園関連:29,187千 円、千曲川替・佐築堤関連:10,000

千円、あつみ野排水路関連:44,487千 円、県道川上佐久線関連32,892千 円、県道田ロバイパス

関連:30,202千 円、県道天神バイパス関連:9,924千 円、国道153号 伊那バイパス関連:28,148

千円、県道力石バイパス関連:113,650千 円、広域農道関連:23,607千 円、県単農道整備事業

関連:6,162千 円、畑地帯総・合整備事業関連:4,443千 円、保存処理関連:670千 円、研修事

業:500千 円

(3)普 及活動(30ペ ー ジ参照)

(4)職 員研修

ア 講師招聰 および来所 による指導 ・講習会等(33ペ ージ参照)

イ 学会関係研究会 ・研修会 ・講演会

期 日 参加者 内 容

15/4/19.20 谷 和隆 シンポ 「野尻湖遺跡群の旧石器時代編年」長野県旧石器文化交流研

鶴田典昭 究会

大竹憲昭

6/7 西山克己 「長野県の古墳時代における地域相 と渡来文化」上田郷友会

6/28 黒岩 隆 「縄文時代 の巨木木柱一木柱に込められた思い一」信州縄文研究会

10/3 川崎 保 「中部高地のヒスイ研究の現状 と課題」玉文化研究会

11/29.30 寺内隆夫 「地方豪族拠点開発 をめ ぐる環境問題」古代考古学フォーラム
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11/29.30 大竹憲昭 ナイフ形石器文化前半期の地域性 と集団 「中部 ・関東地方」中 ・四

国旧石器文化談話会シンポ

12/13 廣田和穂 「縄文中期後葉の一様相」信州縄文研究会

12/13 川崎 保 「東アジアにおける映状耳飾 をはじめ とする装身具セ ットの起源 と

展開」 シンポ 「環 日本海の玉文化の始原と展開」

12/20.21 大竹憲昭 「中部 ・北陸地方におけ る後期旧石器時代初頭の文化」シンポ 「後

期 旧石器時代のはじまりを探 る」 日本旧石器学会

16/1/17 市澤英利 「信濃の国 入口、出口」長野県立歴史館手前味噌講座

2/7 谷 和隆 「神子柴文化 と土器の出現」同上

2/11 大竹憲昭 「信州にはじめて住んだ人々」同上

鶴田典昭 「野尻湖遺跡群 と草創期の土器」同上

1/25 市澤英利 「最:近の発掘調査か ら」伊那史学会

2/7 河西克造 「松本盆地における中世城郭から近世城郭への変遷」松本市遺跡発

掘報告会

2/11 藤原直人 「中村外垣外遺跡」諏訪地区遺跡調査発表会 諏訪考古学研究会

2/29 柳澤 亮 「東畑遺跡(東 筑摩郡坂北村)」松本 ・木曽地区遺跡発表会

廣田和穂 「三角原遺跡(南 安曇郡三郷村)」 同上

平林 彰 「県内動向(2003年)」 同上

3/13 西山克己 「飯 田 ・下伊那の古墳文化か ら伊那郡衙へ」飯田市上郷考古博物館

春季特別講演会

そのほか、各種学会、研究会、シンポジウムなどへの参加多数

ウ 県外博物館 ・埋文センター ・遺跡等視察および資料調査

期 日 参加者 視察 ・調査内容

15/5/26 谷 和隆 國學院大学考古学資料室、かながわ考古学財団、東京都埋蔵文化財
～27 鶴田典昭 セ ン ター

6/10-7/18 豊田義幸 奈良文化財研究所 埋蔵文化財発掘調査技術者一般研修 「一般課

程」

8/6～8 川崎 保 木曽広域連合、中津川市、神坂峠、阿智村教育委員会

8/27～29 町田勝則 石川県埋蔵文化財センター、小松市教育委員会

11/22～23 上田 真 奈良文化財研究所 「古代の土器研究会」

11/26-27 平林 彰 新潟県埋蔵文化財調査事業団、群馬県埋蔵文化財調査事業団

11/29～30 石上周蔵 帝京大学山梨文化財研究所 「古代の社会と環境」

12/6-7 廣田和穂 京都府社会福祉会館 「中世土器研究の今日的課題」

16/1/27 賛田 明 千葉県立中央博物館
～28

2/12～14 西山克己 国立歴史民俗博物館、東京国立博物館、国立科学博物館新宿分室、

相模原市立博物館

2/17一 一20 大竹憲昭 奈良文化財研究所 埋蔵文化財発掘技術者特別研修 「自然科学的年

代決定法課程」

2.19-2.20 西 香子 愛知 県 埋 蔵 文 化 財 調査 セ ン タ.____、豊 川 市 教 育 委 員 会
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工 全埋文協などへの参加

期 日 会 議 名 開催地 参 加 者

15/4/25 全埋協中部 ・北陸ブロック連絡会 富山市 原 聖、廣瀬昭弘

6/12～13 第24回 全埋協総会 大阪市 深瀬弘夫、市澤英利

10/23^一24 全埋協研修会 東京都 原 聖、廣瀬昭弘、藤森富士子

10/30～31 全埋協中部 ・北陸ブロック連絡会 名古屋市 上原 貞、佐々木大介、

平林 彰、谷 和隆

10/30～31・ 関東甲信越静地区埋蔵文化財行政担 東京都 大竹憲昭

当者会議

11/27～28 関東甲信越静地区埋蔵文化財担当職 横浜市 町田勝則、藤原直人

員共同研修協議会

オ 県内市町村 および関係機関への協力 ・指導等

期 日 市町村名 協力 ・指導内容 協力者

15/5/2,11/27 長門町 星糞峠黒曜石原産地遺跡整備委員会 大竹憲昭

6/21 三郷村 楡の歴史を学ぶ会の三角原遺跡での学習会 廣田和穂

7/18,10/1,27, 佐久市 県史跡伴野城保存整備、発掘 ・整理指導 河西克造

12/24

7/28,8/24 小布施町 「わんぱ く教室 ・土器つ くり」指導 鶴田典昭

8/4 下伊那教育会 阿智村杉の木平遺跡出土貿易陶磁器、中世陶 市川隆之

考古学委貝会 器について

9/7 中野市 中野の焼物事情展に伴 う 「くるま座講演会」 市川隆之

9/17 茅野市 尖石遺跡発見遺物の鑑定指導 鶴田典昭

10/15 県教委 「長野県本発掘調査積算基準」策定検討部会 市川隆之、

鶴田典昭

10/16 県教委 市町村発掘担当者技術研修会 黒岩 隆、

若林 卓

10/30 中野市 中野市歴史民俗資料館専門委員会 黒岩 隆

11/14 坂北村 筑北教育振興研修会 柳澤 亮

11/15 飯田市 飯田市上郷考古博物館 秋季展示講座講師 桜井秀雄

11/30 望月町 平石遺跡発掘調査現場説明会 川崎 保

12/1 臼田町 原遺跡試掘調査立会い 桜井秀雄

16/2/16 新潟県 道灌:林遺跡整理指導 寺内隆夫
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力 資料貸 し出 し

遺9跡 貸し出し資料 貸 し出し先 ・目的

中村外垣外 ・三角原遺跡 写 真 ・図 ジャパ ン通信 「文化財発掘出土情報」

貫ノ木遺跡 写真 信濃毎日新聞社

篠ノ井遺跡ほか 写真 長野市民新聞 「古代への招待状」

写真 ながの農業協 同組合 「Vivid」

竹佐中原遺跡 石器写真 日本考古学協会

聖石遺跡 土器実測図 茅野市教育委員会 「平成14年度茅野市尖

石縄文考古館報」

社宮司遺跡 六角木瞳、緑粕陶器、 千曲市森将軍塚古墳館 「地下に眠る古代

墨書土器ほか の更埴」
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平成15年 度役員および職員

所長 深瀬弘夫

副所長 原 聖

管理部長 原 聖(兼) 調査部長 i市澤英利

管理部長補佐 上原 貞

職員 佐々木大介 (主幹)藤 森富士子(主 事)

調査課長 廣瀬昭弘 平林 彰

主任調査研究員 大竹憲昭

調査研究員 市川隆之

黒岩 隆

寺内貴美子

西 香子

柳澤 亮

石上周藏 上田 真 宇賀神誠司

小林秀行 桜井秀雄 田中正治郎

寺内隆夫 豊田i義幸 中島英子

西山克己 廣田和穂 藤原直人

若林 卓

河西克造

谷 和隆

中野亮一

町田勝則

川崎 保

鶴田典昭

賛田 明

山崎まゆみ
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